
　

Ｒリ

ー

サ

ス

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（
地
域
経
済
分
析

シ
ス
テ
ム
）は
、
産
業
構
造
や
人

口
の
変
化
、
人
の
流
れ
な
ど
の

デ
ー
タ
を
集
約
し
、
地
図
や
グ
ラ

フ
な
ど
で
表
示
す
る
こ
と
で「
見

え
る
化
」
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

「
地
方
創
生
」の
取
り
組
み
を
情
報

面
か
ら
支
援
す
る
た
め
に
平
成
27

年
か
ら
内
閣
府
と
経
済
産
業
省
が

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
デ
ー
タ
を
分
か
り
や
す
く
表
示

す
る
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
自
治

体
や
地
域
と
も
簡
単
に
比
較
す
る

こ
と
が
で
き
、
山
県
市
の
長
所
や

課
題
な
ど
を
客
観
的
な
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
把
握
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
向

け
て
、
企
画
財
政
課
と
若
手
職
員

を
中
心
に
事
前
研
修
を
行
い
、
中

部
経
済
産
業
局
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
市
の
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
と
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

た
め
の
要
と
し
て
の
産
業
に
つ
い

て
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活
用
し
て
分

析
し
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
の

分
析
結
果
に
対
し
て
意
見
交
換
を

行
い
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
は

人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
27
年
に「
山
県
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
て
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
市
で
は「
地
方
創
生
」に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
施
策
を
加
速
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
多
様
な
視
点
か
ら
市
の
現
状
を
客
観
的
に
把
握
し
、

知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
核
と
な
る
の
が
客
観
的
な

デ
ー
タ
で
あ
り
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
、
地
域
経
済
や
人
口
の
変
化
な
ど
の

デ
ー
タ
を
分
か
り
や
す
く「
見
え
る
化
」す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

そ
し
て
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活
用
し
て
得
た
デ
ー
タ
を
基
に
産
学
官
で
話

し
合
う
場
が
、
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
、

内
閣
府
お
よ
び
中
部
経
済
産
業
局
が
主
催
す
る「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活
用

し
た
政
策
立
案
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」で
す
。

12
月
20
日
、
市
役
所
大
会
議
室
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

約
80
人
の
傍
聴
人
が
見
守
る
な
か
、
産
学
官
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人

が
集
ま
り
、「
若
者
世
代
の
移
住
・
定
住
と
女
性
の
活
躍
を
目
指
す
」を

テ
ー
マ
に
、
市
の
課
題
の
仮
説
と
要
因
分
析
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
企
画
財
政
課　
℡
22
︱
６
８
２
５

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活
用
し
た

政
策
立
案
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

︱ 

デ
ー
タ
か
ら
ま
ち
の
未
来
を
語
り
合
う 

︱

Ｒ
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山
県
市
に
就
職
し
た
理
由

の
一
つ
は
、
自
分
が
受
け
た

教
育
を
子
ど
も
に
も
受
け
さ

せ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

（
市
若
手
職
員
）

　

地
元
企
業
に
よ
る「
我
が

社
自
慢
」
な
ど
、
学
校
教
育

に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
組
み
入

れ
た
い
。　
　
　
　
　
（
教
育
長
）

　
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
活
用
方
法
を
大

学
の
学
生
が
市
内
の
中
学
生
に
教

え
た
が
、
中
学
生
も
デ
ー
タ
分

析
を
行
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

デ
ー
タ
の
活
用
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
地
域
を
知
る
き
っ
か
け

に
な
る
。　
　
　
　
（
大
学
教
授
）

　
結
婚
世
代
の
女
性
や
子
育
て
が

ひ
と
段
落
し
た
女
性
に
、
ど
う

や
っ
て
市
内
に
住
ん
で
も
ら
え
る

か
。
魅
力
的
な
職
場
づ
く
り
の
た

め
に
市
外
だ
け
で
な
く
市
内
へ
の

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極

的
に
行
う
べ
き
だ
。（
内
閣
官
房
ま

ち
・ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
）

　
女
性
が
製
造
業
で
働
く
な

ら
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
短
時

間
労
働
が
条
件
と
い
う
意
見

が
あ
っ
た
。
高
富
の
主
婦
の

中
に
は
、
美
山
に
行
き
に
く

い
と
思
っ
て
い
る
人
も
多

い
。　
　
　
　
　
（
社
労
士
）

　
製
造
業
の
労
働
生
産
性
が

高
い
の
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
女

性
が
多
く
働
い
て
い
る
こ
と
が
理

由
の
一
つ
。
ま
た
、
今
は
男
性
も

人
手
不
足
で
職
人
の
減
少
も
著
し

い
。
技
術
は
、
設
備
投
資
で
補
っ

て
い
る
が
、
技
術
の
継
承
方
法
に

つ
い
て
知
恵
が
必
要
。（
事
業
者
）

　

今
ま
で
は
人
手
不
足
を
外
国
人

研
修
生
で
補
って
い
た
が
、
研
修
生

の
確
保
も
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
会
社
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
使
う
な
ど
、

山
県
市
の
P
R
に
つ
い
て
市
と
協

力
し
て
い
き
た
い
。　
（
商
工
会
）

　
山
県
市
で
は
人
口
の
社
会

減（
転
出
超
過
の
状
態
）、
自

然
減
と
も
に
大
き
く
、
特
に

社
会
減
で
は
90
年
代
と
比
較

す
る
と
、
10
〜
20
歳
代
を
中
心
と

す
る
転
出
数
は
従
来
か
ら
ほ
ぼ
変

わ
ら
ず
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
20

〜
30
歳
代
を
中
心
と
す
る
転
入
数

が
近
年
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

20
〜
30
歳
代
の
男
性
が
職
業
上

の
理
由
で
転
出
し
、20
〜
30
歳
代
の

女
性
も
結
婚
な
ど
の
理
由
で
転
出

す
る
こ
と
が
多
く
な
って
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
大
学
な
ど
で
市
外

に
就
学
し
た
20
歳
代
が
戻
っ
て
こ

な
く
な
っ
た
」「
就
職
ま
た
は
結

婚
時
に
居
住
地
と
し
て
山
県
市
を

選
ば
な
く
な
っ
た
」
の
二
つ
の
原

因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
働
く

場
所
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
、
男
女
と
も
に
転
出
を
抑

制
し
、
ま
た
市
外
か
ら
人
を
取
り

込
む
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

　
市
の
産
業
の
う
ち
金
属
製

品
製
造
業
は
、「
地
域
外
か

ら
稼
ぐ
力
」「
他
産
業
へ
の

影
響
度
」「
付
加
価
値
額
」な

ど
で
高
い
値
を
占
め
て
お
り
、
基

盤
産
業
と
い
え
ま
す
。
金
属
製
品

製
造
業
の
賃
金
は
近
年
急
上
昇
し

て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
特
に
再

就
職
し
た
女
性
は
給
与
よ
り
も
仕

事
内
容
や
勤
務
時
間
な
ど
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
女
性
の
求
め
る
職

は「
事
務
的
作
業
」が
多
数
で
す
。

そ
れ
に
対
し
、
製
造
業
が
求
め
て

い
る「
専
門
的・技
術
的
職
業
」「
生

産
工
程
の
職
業
」
を
い
か
に
魅
力

的
な
仕
事
に
す
る
か
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
政
策
提
案
と
し

て
、
働
き
方
改
革
の
促
進
や
復
職

支
援
、「
岐
阜
県
ワ
ー
ク
･
ラ
イ

フ
･
バ
ラ
ン
ス
推
進
エ
ク
セ
レ
ン

ト
企
業
」
へ
の
認
定
支
援
な
ど
を

掲
げ
ま
す
。

仮説

分析

意見交換

産学官で、
まちの未来を語り合う1
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みんながいきいきと働ければ、
地域も元気なる2

県
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を

経
て
、
平
成
29
年
３
月
に
、「
第

３
次
山
県
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
第
３
次
山
県
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
は
、「
男
女
一
人
一
人
が

仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
り
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
活
力
あ
る
山
県
市

へ
」
を
基
本
理
念
と
し
、
意
識
啓

発
や
女
性
の
活
躍
、
地
域
づ
く
り

や
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を

３
つ
の
基
本
目
標
に
ま
と
め
て
い

ま
す
。

　

特
に
基
本
目
標
２
の
「
女
性
が

多
様
な
活
躍
が
で
き
、
個
々
の
価

値
観
に
配
慮
し
た
施
策
の
充
実
」は

「
山
県
市
女
性
活
躍
推
進
計
画
」

に
位
置
づ
け
、
女
性
活
躍
に
関
す

る
施
策
を
重
点
的
に
展
開
し
ま
す
。

山
県
市
の
女
性
活
躍
は

多
様
な
活
躍

　
山
県
市
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
市
民
意
識

調
査
な
ど
を
基
に
山
県
市
男
女
共

同
参
画
推
進
審
議
会
で
５
回
に
わ

た
っ
て
議
論
し
、
山
県
市
女
性
活

躍
推
進
計
画
は
、
国
の
方
針
で
あ

る「
管
理
職
比
率
の
向
上
」
に
加

え
、
一
人
一
人
が
望
む
働
き
方
を

叶
え
ら
れ
る
、
多
様
性
の
あ
る
就

労
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
が
地
域
の

活
力
と
新
し
い
価
値
を
つ
く
る

　
戦
後
の
日
本
の
社
会
は
性
別
に

よ
る
分
業
が
進
み
、
社
会
は
男
性

が
、
家
庭
は
女
性
が
支
え
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
近
年
生
活
様
式

や
価
値
観
の
多
様
化
が
進
む
中
、

能
力
を
生
か
し
た
い
女
性
の
社
会

進
出
や
、
男
性
の
家
庭
・
子
育
て

へ
の
参
画
な
ど
、
従
来
の
固
定
的

な
意
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
生
き
方

を
希
望
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
に

よ
っ
て
生
き
方
が
制
約
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
そ
の
人
の
能
力
や
意
思

に
応
じ
て
活
躍
で
き
る
場
を
選
べ

る
社
会
に
は
、
多
様
性
が
生
ま
れ

ま
す
。
多
様
性
の
あ
る
柔
軟
な
社

会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
へ
の
対

応
能
力
が
上
が
る
ほ
か
、「
か
け

算
」
に
よ
っ
て
よ
り
良
い
価
値
を

生
み
出
せ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
多
様
な
価
値
観
に
対
応
し
た
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
一

人
一
人
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
の
活

力
を
維
持
し
、
新
し
い
価
値
を
つ

く
る
た
め
に
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
市
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
計
画
的
に
施
策
を

展
開
す
る
た
め
に
、
平
成
19
年
に

「
第
１
次
山
県
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、「
第
２
次
山

「RESASを活用した政策立案ワークショップ」で課題に挙げられ
たように、市では人口減少が進んでいます。人口減少は、産業
だけでなく、地域などでも担い手不足を引き起こします。
こうした状況に対し、重要となるのが男女共同参画です。

市内金属製品製造業で働く女性
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これまでの取り組み

これからの取り組み

境
づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
と
し
て
、
地
元
企
業
に
お
け

る
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
や
、

生
活
の
変
化
に
合
わ
せ
て
キ
ャ
リ

ア
を
積
め
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
支
援
な
ど
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　
岐
阜
県
が
実
施
す
る「
岐
阜
県

ワ
ー
ク
･
ラ
イ
フ
･
バ
ラ
ン
ス
推

進
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
」
へ
の
認

定
を
目
指
す
企
業
な
ど
、
働
き
方

改
革
や
職
場
環
境
の
改
善
を
目
指

す
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、
県
内

外
の
先
進
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
市
内
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
を
実
施
。
企
業
が
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
職
場
改
善

な
ど
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基

に
３
段
階
程
度
の
指
標
を
作
成
し

ま
す
。
将
来
的
な
山
県
市
版
優
良

企
業
認
定
制
度
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

　
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活
用
し
た
政

策
立
案
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
導

き
出
さ
れ
た
、
人
口
減
少
対
策
と

産
業
振
興
の
た
め
の
施
策
に「
山

県
市
の
女
性
活
躍
」の
視
点
を「
か

け
算
」
し
て
、
一
人
一
人
の
幸
せ

に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
27
、
28
年
度
は
、
女
性
の

多
く
が
子
育
て
を
理
由
に
離
職
し

て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
主
に
女

性
の
復
職
支
援
や
、
将
来
的
な
働

き
方
の
幅
を
広
げ
る
た
め
の
施
策

を
行
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
27
年
国
勢
調
査

の
デ
ー
タ
で
は
、
こ
れ
ま
で
就
労

率
が
低
か
っ
た
30
歳
代
の
就
労
率

が
大
幅
に
上
が
り
、
結
婚
、
出
産

な
ど
で
離
職
し
た
女
性
の
早
期
復

職
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
変
化

か
ら
、
今
後
は
復
職
支
援
に
加
え

継
続
就
労
や
、
パ
ー
ト
な
ど
で
の

復
職
後
も
キ
ャ
リ
ア
を
積
め
る
環

む
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
女
性
、
企
業
の
双

方
が
持
つ
悩
み
を
解
消
す
る
た

め
、
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
の

が
、
女
性
を
対
象
に
し
た
就
職
体

験（
主
婦
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）の

「
女
性
就
職
支
援
事
業
」で
す
。
こ

の
事
業
で
は
、
10
人
の
女
性
を
市

内
企
業
８
社
が
約
１
カ
月
間
受
け

入
れ
、
そ
の
後
７
人
が
就
職
し
ま

し
た
。
女
性
か
ら
は「
家
庭
と
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
仕
事
に
就
い
た
と

き
の
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
た
」、
企

業
か
ら
は「
子
ど
も
が
い
る
主
婦

の
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

が
で
き
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
は
、「
女
性
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
応
援
事

業
」と
し
て
、
就
職
体
験
に
加
え
、

老
若
男
女
や
分
野
を
問
わ
ず
、
山

県
市
に
も
多
様
な
輝
き
方
が
あ
る

こ
と
を
紹
介
す
る
輝
く
女
性
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
紹
介
冊
子「
わ
た
し
た

ち
の
、
つ
む
ぎ
か
た
」の
作
成
と
、

将
来
的
な
女
性
活
躍
の
施
策
展
開

に
生
か
す
た
め
の「
女
性
の
活
躍

に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

山
県
市
の
女
性
の
就
労
状
況

は
、
結
婚
や
出
産
、
子
育
て
を
機

に
退
職
し
、
子
育
て
が
ひ
と
段
落

す
る
40
歳
代
か
ら
パ
ー
ト
と
し
て

再
就
職
す
る
形
に
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
は
、
よ
り
早
い
再
就
職

を
望
む
声
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
ブ
ラ
ン
ク
や
子
育
て
と

の
両
立
、
未
経
験
職
種
へ
の
不
安

な
ど
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
し
て
い
ま

す
。

　
一
方
で
、
人
手
不
足
に
悩
む
企

業
に
お
い
て
も
、
女
性
の
採
用
を

進
め
た
い
が
、
受
け
入
れ
方
に
悩

今
必
要
な
こ
と
を
着
実
に

未
来
へ
の
夢
を
描
く

女性の再就職希望者には「子育てや家庭生活と両立
したい」という気持ちが大きくあるため「両立不安」
に対する大きな壁があります。過去２年度の「主婦
インターンシップ」事業はその壁を低くする有効な
取り組みと感じています。この１月、当社は職業紹
介の厚生労働省許可を受け、インターンシップから
就職あっせんまでをトータルに自社で取り組むこと
が可能となりました。今後も再就職希望者と地元企
業両者の良き架け橋となり続けられるよう精進して
いきます。

▲「女性就職支援事業」「女性のワークライフスタイル応
援事業」を受託した市内事業者が、平成29年度から主
婦インターンシップを自主事業化。事業者の木村さん
に、この事業の意義について聞きました。

株式会社ママプロ
代表取締役  木村 麻理 さんInterview
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